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〔抄 録〕
日本は 「高齢化社会」から 「高齢社会」へ、更に 「超高齢社会」へ と急速に進展 し
ている。今後、高齢者のニーズに合った 「自立」 と 「生 きがい」への支援活動は一層重
要になって くると考え、上記主題を設定した。






画 しての市民団体による支援活動は必要不可欠であ り、生涯学習の果たす役割は大 き
いと言える。
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はじめに
今日の日本は、政治 ・経済 ・教育 ・環境 など混迷、混沌 としてお り、社会情勢は悪 く高齢者
は大変厳 しい状況下にある。今、高齢者に強く求められているのは、高齢者自身の成長であり
「自立」である。寿命の延びで長期化 した高齢期を掛 け替えのない完熟期、完成期 と捉えて、高
齢者一人一人が 「自立」や 「生きがい」に関心を持 ち、 しっかり生 きることが大切である。近
年、積極的に 「自立」を目指 し、「生きがい」ある生 き方を模索、実践する元気な高齢者が増加
してきている。 しか し,一 方 「余暇に対する意識変革」 ・ 「自立」 して 「生 きがい」をもって
生きるための支援を必要とする高齢者もまだまだ存在するのも事実である。「超高齢社会」へと





本研究の目的の1つ は、高齢者の 「自立」とは何か 「生 きがい」とは何かを考察することで
あ り、2つ 目は、支援活動の必要性 と行政 ・企業 ・非営利団体(市 民団体)の 高齢者に対する








研究の内容 は、まず、第一段階は、1.高 齢化 と日本高齢社会の現況について述べ、次に、
2.高 齢者の 「自立」 とは何か 「生 きがい」 とは何かを探 り、続いて、3.高 齢者の自立と生




1.高 齢化 と 日本高齢社会の現状
(1)高 齢化の国際比較
日本高齢社会は、世界に例をみない速度で進行 している。内閣府編 『高齢社会白書』2002、
「世界の高齢化率の推移」では、日本は1980年 代 までは下位、1990年 代はほぼ中位、21世 紀初
頭 には最 も高い水準 となり、世界のどの国もこれまで経験したことのない本格的な高齢社会が到
来するものと見込まれている。 また、高齢化率が7%～14%に 達するまでの所要年数で高齢化
速度を見ると、フランス115年 、スウェーデン85年、イギリス47年 、 ドイツ40年 、などの中で、
日本はたった24年 間で倍化年数に達 している(1)。「高齢化の推移 と将来推計」では65歳 以上の
高齢者人口は、1950(昭 和25)年 は、総人口の5%弱 、1970(昭 和45)年 は7%を 越 えて 「高
齢化社会」 となり、1995(平 成7)年 には14%を 越えて 「高齢社会」となっている(2)。高齢化
は、正に、超特急で進んでいると言える。
(2)日 本高齢社会の現状
内閣府 『高齢社会 白書』2002、 「高齢者(65歳 以上の者)の いる世帯 と高齢者人口」では、





化の進行状況が伺 える(4)。また、2000(平 成12)年 現在、65歳以上の一人暮 らし307.9万人世帯
のうち、女性の一人暮 らしが約80%を 占め、239.8万人世帯となっている。女性一人暮 しの高齢
者は2020(平 成32)年 には360.5万人世帯に増加することが予想されている(5)。
「高齢者世帯における生活意識」をみると、現在の暮 らしについて、「普通」とする世帯の割合が
高 く、「苦 しい」とする世帯の割合は低い。実際に、所得 ・貯蓄 ・資産などの視点からみても、高齢
者の経済状況は悪いとは言いがたい。ただ、一人暮 らしの女性高齢者は、経済状態が良 くない傾
向にある。この背景には、①就労 しておらず、年金 も受給していない 「所得なし」の者が女性
に多いこと、②就労 していても女性は賃金が男性 より低い場合が多いこと、③年金を受給 して
いる場合 も女性には遺族年金の受給者が多いこと、④ 自分自身の被用者年金を受給 している場
合 も、女性は一般に男性に比べて就労期間が短 く、賃金も低いため、受給額が低いことが考え
られる(6)。だが、 日本の経済情勢は悪 く、失業者が溢れ中高年男性の自殺者が増加 している。
年齢層を問わず厳 しい雇用情勢の中にあって、とりわけ60～64歳 の年齢層の雇用情勢は極めて
厳 しく、65歳 以上となると一層その厳 しさを増している。
健康状態について、 自分の健康状態を 「良い」、「まあ良い」、「普通」と認識 している者の割
合 を見ると、「良い」、「まあ良い」、「普通」 と思っている高齢者の割合は男女共65～74歳 では





「高齢社会白書」2002.「 高齢者の性 ・年齢階級別死亡率(1950～2000年)」 によると死亡数の約
4分 の3を 占める65歳以上の高齢者の死亡率は、1950(昭 和25)年 の71.5か ら2000(平 成12)年 に
は34.5となっており、女性の死亡率が男性を大 きく下回っている(8)。
「平均寿命および65歳 時の平均寿命の推移」を見 ると平均寿命は、1947(昭 和22)年 男性
50.06歳 、女性53.96歳 であったが、2000(平 成12)年 には男性77.72歳、女性84.60歳 と大幅に伸び
ている。65歳 時の平均余命 は、1947(昭 和22)年 には10.16歳 、女性12.22歳 であったのが、2000
(平成12)年 には、男性17.54歳 、女性22.42歳 となってお り男女 とも高齢期が長 くなっている(9)。
内閣府 「高齢社会白書」2002で は、①良好な健康状態 ②高い就業希望 ③高い社会参加意欲 ④ゆ
とりある経済状況 ⑤子どもか らの自立や家庭内での役割分担意識 ⑥学習意欲が伺え、高齢者の
質が変化 してきていることが分かる(10)。事実、周 りに元気 な高齢者が増えており、「人生80年






する研究の多 くは、横断的研究(cross-sectionalstudy)で あった。横断的研究 とは、20歳 代、














2.高 齢者 の 自立 と生 きがい
(1)元 気高齢者の自立とは
自立性は次の四つの領域 「身辺生活の自立」「経済的自立」「精神的自立」「社会的自立」に、












要 な 高 度 な 自立性 で あ る 。 人 が 完全 に 自立 す る た め に は 、 まず 、 「自分 の こ と は 自分 で て き る状
態 」 を達 成 す る こ とで あ り、 そ の 上 更 に 、 「人 の た め にす る能 力 」 を も自分 の 中 に備 え る こ とで
あ る。 四 つ の 自立 に対 す る学 習 は 、 人 間 の 発 達段 階 に応 じて 並 行 的 、 発 展 的 に行 わ れ る こ とが
大 切 で あ る 。 あ らゆ る 面 で 自立 性 の 低 い幼 児 期 に も、 後 日の 「社 会 的 自立 」 の 確 立 に む け て、
そ れ な りの プ ロ グ ラム が 準 備 さ れ る こ とが 必 要 で あ る 。 子 ど も な りに他 人 に貢 献 し、 周 囲 か ら
喜 ばれ る存 在 に な ろ う とす る動 機 を 育 て て い くこ とが 大 切 で あ る。 こ うい っ た 中 で、 自分 の 力
で 他 に貢 献 して生 き る とい う人 生 の あ り よ うが 自然 と身 に つ い て い くの で あ り、 そ の積 み 重 ね
が 高 齢 期 に 生 か され る こ と に も な る。 大 事 な こ とは 、 まず 個 人 が 日常 生 活 的 自立 、経 済 的 自立 、
精 神 的 自立 、 社 会 的 自立 をす る こ とで あ る(12)。 そ して 、 仮 に加 齢 に よ って 身体 的 障 害 を伴 った
と して も、 現 実 か ら逃 げ た り、 恨 ん だ りす るの で は な く、 あ りの ま まの 自分 を真 正 面 か ら受 け
止 め 、 そ の 範 囲 で で き る 自立 を積 極 的 、 前 向 きに 目指 す こ とが 大 切 で あ る。
(2)元 気 高 齢 者 の 生 きが い と は
人 そ れ ぞ れ に歩 む 人 生 は異 な る 。 部 分 的 に似 通 っ た所 が あ った と して も、 全 く同 じ人生 な ど
は 存 在 しな い。 さ ま ざ ま な人 生 で持 つ 個 人 の 生 きが い は 、 仕 事 に、 育 児 に、 趣 味 に、 金 儲 け に
と、 これ また 人 そ れ ぞ れ で あ り、 どれ も否 定 で きな い 。 生 きが い は 、 世代 に よっ て も異 な る。
大 阪 市 『高 齢 者 の 生 きが い につ い て の世 論 調 査一 報 告 書 一 』1994、 に よ る と 「現 在 の生 活 は
生 きが いが あ る と感 じて い る か 」 の 問 い に対 して 、(68.6%)が 「あ る と思 う」 と し、 「現 在 は
な い が 、今 後 は 見 つ け た い 」 も(21.8%)で 、 「ない と思 う」 は(6.5%)に と ど ま って い る 。
「どん な と き に 生 き が い を 感 じ て い る か 」 の 問 い に対 して 、 「家 族 と の 団 欒 の と き」 が
(42.6%)で 最 も多 く、 「趣 味 ・ス ポ ー ツ ・学 習 して い る と き」(33.8%)、 「仕 事 に打 ち込 ん で い
る と き」(32.3%)、 「友 人 や仲 間 と過 ご し て い る と き」(30.4%)、 「自然 に親 しん で い る と き」
(28.0%)な どが 続 い て い る。 以 下 、 「仕 事 が終 わ っ て 開 放 され た と き」(19.7%)、 「一 人 で静 か
に 過 ご して い る と き」(17.4%)、 「子 や 孫 や 家 族 の 世 話 を して い る と き」(13.9%)な ど を挙 げ
た 者 もい る が 、 「ボ ラ ン テ ィ ア な ど の社 会 活 動 を して い る と き」 は、(3.8%)で あ る 。
性 別 で み る と、 「家 族 との 団 欒 」 こそ 男 女 と も1位 で あ るが 、 男 性 は、 「仕 事 に打 ち込 ん で い
る と き」、 「仕 事 が終 わ っ て 開放 さ れ た と き」、 「趣 味 ・ス ポ ー ツ ・学 習 して い る と き」 な どが女
性 よ り多 くあ げ られ て い る。 女性 は 、 「子 や 孫 や 家 族 の世 話 を してい る と き」 や 「友 人 や仲 間 と
過 ご して い る と き」 が男 性 よ り多 い(13)。
この 調 査 か ら6年 後 発 行 さ れ た、 大 阪 市 市 民 局 『市 政 モ ニ ター 報 告 書一 高 齢 者 の 生 きが い に
つ い て 一 』2000、 を見 る と、 以 前 と同 じ よ う に、 現 在 、 「何 に生 きが い を感 じて い る か 」 を尋
ね て い る。 「趣 味 ・娯 楽 」(71.4%)が 最 も多 く、 「家 族 との 団欒 」(62.7%)「 友 人 ・仲 間 と過 ご
す こ と」(64.3%)と 続 い て い る。 興 味 深 い の は 、6年 前 の 調 査 と異 な って 、 「趣 味 ・学 習 ・ス ポ
ー ツ」 の項 目が 「趣 味 ・娯 楽 」 に な っ て い る こ とで あ る
。 この 「娯 楽 」 が 原 因で 、 「家 族 との 団
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欒」 を押 し退けて一位になったもの と思われる。実は、日本人の90%が レジャー志向だといわ
れている。それは、次の調査結果からも伺える。
「今後実現 したい生 きがいがあるか」 との問いに対 して約8割 の人が 「ある」と答え、その
内容は、「趣味 ・娯楽」(66.8%)が 最 も多 く、続いて 「勉強 ・学習」(50.7%)、 「友人 ・仲 間と
過 ごすこと」(48.1%)、 「家族 との団欒」(42.5%)、 「職業 ・仕事」(41.6%)と 続いてお り、「ボ
ランティア活動」は(28.6%)に 過ぎなく、他の年代に比べると、50歳 代以上の人が多 くなっ
ており(14)、これは高齢者の生 きがい問題 と深 く関係 しているように思われる。
人間は、自立することによって生 きがいが得 られ、生 きがいを得ることによって自立 してい
くことができる。 自立 と生 きがいは表裏一体の関係にある。生 きがいは個人的なものであ り、
生 きがいの対象 もさまざまであるが、 日本人の傾向として、休息や気晴らし、個人 レベルの楽
しみに終始している面が多いと言える。
今まで散々働いてきたのだから、これからは 「寺院巡 りでもしたい」「麻雀 ・ゴルフ三昧で過
ごしたい」。それはそれで自分が楽 しく満足であれば良いといえる。 しかし、20～30年 長期化
した高齢期 を毎 日麻雀やゴルフ三昧で過ごすだけで終わってしまうのは残念である。人 間の
「生 きがい」は趣味や習い事で得 られるものではなく、自分が他者に対 して 「何 らかの役に立っ




隠れた能力を再発見 したり、未完の体験に再挑戦 した り、社会 との接点を求めて社会貢献する
など悔いのない人生を送ることである。自分のできる範囲で出来ることから取 り組み、社会へ
貢献する高齢者を目指 したいものである。




徐々に姿を消 し、それぞれ 「生 きがい」 を見出して活躍 している。しか し、閉じこもり族や余
暇意識の変革など、まだまだ支援を必要とする高齢者が残存するのも事実である。昔から言わ
れている 「老人の四苦(病 苦 ・孤独苦 ・無為苦 ・貧苦)」 の解消は、大阪市市民局 『市政モニタ
ー報告書一高齢者の生きがいについて』2000、 による調査の中の 「高齢期に大切なことはどの
ようなことか」に対する解答 「健康であること」(88.9%)、 「趣味をもつこと」(59.5%)、 「経





老衰 ・死」、女性は 「子育て終了=老 衰 ・死」という経過をたどるのが一般的であ り、高齢期は
"衰退期""終 末期"と 捉えられた
。 しか し、人生80年 時代の今 日、寿命の延長によって元気な高
齢者が大量に出現する中で、こういった見方は大幅に修正が求められている。
定年退職後 ・子育て終了後 も20～30年 近い時間を元気で過ごさなければならなくなった。高
齢期は、社会や家庭から引退した退嬰的な時期ではなく、義務感や拘束感から解放されて、自
分の生 きがいや楽 しみを追及出来る、はつ らつ とした"完 熟期""完 成期"と らえ直す必要があ
る。そのためにも、生涯学習への誘いといった支援が必要であろう。





ば良いのか困惑 した心理状態に陥るのは想像 に難 くない。こういった人たちがまだまだ残存す
るのも事実である。遊びを主座に置 く若者が増えたとはいえ、現役で働いている人は多忙で自
分にふさわしい余暇活動をライフスタイルに組み込むことができずに壮年期を過ごす人 も多い。
勤労や遊びに対する意識変革、仕事にウエイ トを置 き過 ぎてきたことや仕事以外にも生 きがい
があることへの気付 きなど、余暇相談、余暇生活設計への支援が必要である。
第3は 、予防医学への積極的取 り組みである。人間が 日々加齢 してい くことは、病気がちに
なり、ひたすら障害に近付いてい くことである。しか し、20世 紀を通じて、高齢者の罹る病気
には変化が起ってきている。以前は急性の感染症が 目立ったが、現在は慢性疾患のほうが遥か
に大きな問題 となっている。それ も、罹る率や高齢者が抱えている病気の平均数 も激減してお
り、歯科衛生も改善している。高齢者が障害を抱える原因として次の三点が挙げられる。①病
気の影響 ②運動や食事などの生活習慣 ③加齢に伴 う心身の変化(老 化)で ある。病気に関





第4は 、孤独の解消 と心の健康 との関連である。ジ ョン ・W・ ローウェー/ロ バ ート・L・











第5は 、生 きがいの対象である。『高齢社会白書』には、高齢者の高い 「就業意欲」「社会参
加意欲」 とあるが、『市政モニター報告』では、高齢者が生 きがいの対象にしているのは、「趣
味 ・娯楽」「家族 との団欒」「友人 ・仲間との交流」「孫の世話や成長」が殆どである。「職業 ・
仕事」「ボランティア活動」については、かな りパーセントが低 くなっている。生 きがいは個人
的なものであるから、休息や気晴 らしに生 きがいを感 じるのは悪いことではない。ましてや、
趣味 ・学習となると自己開発 ・自己実現の分野に入 り、好ましい状態であると言える。生 きが
い支援でまずやるべ きことは、好ましい状態になるためのお手伝いをすることだが、ここで特
に強調 したいのは、高齢者の生産的活動(有 償 ・無償に無関係)、 即ち社会貢献志向への気付 き
であり、誘いである。退職は同時に生 きがい喪失に繋がる。人問生活の根は地域にあるからで
きるだけ早 く地域 との接点を持つための支援が必要である。 しかし、家事をすることは家族へ










援。人の温 もり、暖かさ、愛が必要なのである。Al(QualityofLife=生 活の質)や 尊厳への
支援 も忘れてはならない。尊厳 と言えば、尊厳死 と言 う言葉がある。「死」への支援も必要と考
える。残 された命を質高 く生きることへの支援である。人生最後の仕事は、自分 らしい葬送の
在 り方を考え、「終の棲家」を決めること。死を考え、死後を考え、今、生きることの意味を問






(2)行 政 ・企業 ・市民団体(非 営利団体)の 取 り組み
行政による高齢者の自立 と生きがい支援であるが、1960(昭 和35)年 頃か ら 「人生70年 代」
に入ったが、行政による生きがい対策は存在せず、老人 ・障害者 ・母子家庭 ・低所得者への物
心両面で行われていた援護の施策が、広い意味での生 きがい対策であった。
1970(昭 和45)年 ～1980(昭 和55)年 代、高齢者が 「自立」 して 「生きがい」を持って、い
きいきと豊かに生 きる糧 としての生涯学習が重視 された。国、各都道府県、市町村 は、それぞ
れの取 り組みを創意工夫しなが ら展開してきた。特に、「生きがい」は、個人レベルの問題であ
り、行政が課題 として取 り上げる問題ではないようにも思われる。にも拘わらず、当面、日本
においては、行政の多 くの局面で取 り上げられてきた。何故か。 日本にあっては自発的 ・個性
的生きがいが創 りにくいことが挙げられる。阻害要因として次の事が考えられる。①会社への
帰属意識が強い。②都市化による地域 との結び付 きが希薄化 した。③宗教的な動機付けがない。
④夫婦単位で行動する習慣がない。⑤個性化 ・差別化を嫌 う。⑥ 自己流の意味付けでなく、権
威による認定を好むなどである。
日本では、趣味やスポーツ界まで権威が伴 う。趣味 も楽 しみではなく 「求道」的なものとし
て評価されてきたといった一面がある。 このことは、茶道、花道、柔道、棋道などの言葉か ら
も伺 われる。これらの阻害要因を乗 り越え、人々が生 きがいを追及するためには、行政が何 ら
かの形で関与 してい くことが適当と考えられたのである。 これは、日本流の行き方、ある意味
での文化 といえる。
1985(昭 和60)年 頃 「人生80年 代」に入ると、高齢社会に対応すべ く、法の改正、新法の制
定、老人諸施設の創設、諸事業の拡充 と推進などが図られた。1989(平 成元)年 、高齢社会は
停滞した暗い社会であるとするイメージに挑戦すべ く 「ゴール ドプラン」(高 齢者保健福祉推進
10か年戦略)が 策定された。「長寿」 という視点を導入することにより、高齢者の生 きがいづ く
りを対策の柱 としたことは画期的なことであった。1994(平 成6)年 に策定された 「新ゴール
ドプラン」でも高齢者の健康、生きがいづ くりの柱 は続いている。1997(平 成9)年 には、高
齢者の自立支援二を基本とした介護保険法が成立し、2000(平 成12)年 から実施 された。
1997(平 成9)年 に厚生省は、『21世紀、高齢者が社会を変える一新 しい高齢者像の確立を
めざして一』を発表した。その中で、「生 きがい」 とは主観的なものであ り、強いて表現するな
















業部一(大 阪市中央区今橋3丁 目1番7号)を 訪問して、インタビュー方法で調べた。
企業3社 を訪問 して見えてきたことは、大阪ガスは、いきいき市民推進室を設けて 「21世紀




の商品も見易 く、分か り易 く、使い易い要素を取 り込む努力が続けられている。高齢者や障害
者の自立を支援する商品づ くりも手掛けられているが、高価なものが多 く庶民が手軽に買えな
いものも少なくない。 日本生命財団の事業の一つである総合 シルバーサービス施設のウエル ・
エイジング ・プラザ 「奈良ニッセイエデンの園」は、厚生労働省 『ふるさと21健康長寿のまち





行政や企業以外に支援活動 をする市民団体(非 営利団体)が 増えてきているが、どのような
支援 をしているのであろうか。應典院一應典 院寺町倶楽部一(大 阪市天王寺区下寺町1-1-
27)・NAIC(ニ ッポン ・アクティブライフ ・クラブ)一 日本時間預託ボランティア協会一(大
阪市中央区谷町1-3-1)・ エルダーホステル協会 一(大 阪市北区中津1-13-17-201)を 訪問してイ
ンタビューした。
都市寺院應典院は歴史ある寺院文化を基盤として、仏教の教えを今 日の人々の暮 らしとこれ
からの生 き方にもっと活か していこうというのがテーマである。特 に、高齢者支援 としては、
① 「いのちと出会う会」は、ターミナルケア(末 期医療)を はじめさまざまな生 と死のテーマ
について真摯に楽しく話し合う参加型の例会である。② 「エ ンディングサポー ト」は、生と死
について語 り合い、学び合いながら 「人生の完成期」における支え合いを目的としている。









(LEARNING&ADVENTURE)で あ り、簡素な学習環境(シ ンプルライフ)に 身をおいて、心
の豊か さを求めることにある。当会の各種活動は、「高齢者の教養を深め視野を広げる為に、国
際的な生涯学習の場を提供 し、定年後の豊かな人生を目指す生 きがいづ くりと国際理解 を推進
する」ことを目的としている。
應典院、NALK、 エルダーホステル協会以外の団体にも尋ねてみたが、市民団体(非 営利団
体)は 目的を持って、それぞれ創意工夫 をして特色ある支援活動を展開 している。だが、大な







4.今 後の課題 と展 望
本稿では、高齢化の国際比較 ・日本高齢者の現状 ・特に、元気高齢者の 「自立」 ・ 「生きが























立」 し 「生 きがい」を持って生 きるためには、仲間づ くりをして、お互いに支え合い、励 まし
合い、協力 し合って、人間として共に成長 し続けてい くことが大切である。白石克巳は 『生涯
学習論』(株)実 務教育出版、1997、 の序で、生涯学習は私たち一人ひとりが 「善 く生 きる」
ことを生涯 にわたって自覚的に探求することであるとし、ユネスコのフォール報告書、1973













があるか」 との問いに対 して 「聞いたことがある」が(90.5%)、 「生涯学習に参加 したことが
あるか」の問に対 して 「参加 したことがない」が(59.1%)で 、「参加 したことがある」の
(40.9%)を 上回っている。しかし、年齢別で見ると年齢層が高 くなるにつれて 「参加 したこと
がある」が高 くなっている。(20歳 代26.9%、30歳 代36.0%、40歳 代38.5%、50歳 代41.3%、60
歳以上63.0%)参 加理 由は 「自分 自身の知識や教養 を高めるため」が(77.1%)で 最 も多 く、





第2は 、超高齢社会 を見据 えた支援活動の推進である。後期高齢者(75歳)の 「自立」 と
「生 きがい」支援活動を考えるとき、一つは、年齢で区切 らず、今までの延長線上で考えること
が基本である。確かに、75歳 を過 ぎると障害を伴ったり、病気に罹る率は一層高 くなる。 しか
し、こういった現象は突然現れるのではな く、徐 々に進行 しているのである。後期高齢者は
「自分が痴呆がかかってきているのではないか」を気にする傾向があるので、一層のこと、今 ま
で通 りの自然体で考え接 してい くことが大切である。二つめは、障害を伴った り、病に罹った
ときである。現実から逃げることなく真正面から受け止め、その実態での 「自立」を目指す こ
とが大切である。単なる慰めではなく、みんなで特 に心を支え合い、励 まし合って生 きること
である。三つめは、死の問題である。最近は、終の棲家の決定や葬送の在 り方、埋葬のされ方
まで生前にデザインする人々も増加 してきている。死か ら目を反らさず 「善 く死す とは善 く生
きることである」を高齢者の生涯学習の課題の一つに据えて考えることを提案 したい。
第3は 、ネットワークである。いかに力 を持っていて も個の力は知れている。市民団体(非




域 に広 く解放されている。また、支援の在 り方 も多岐にわたり、多くの市民団体が誕生 してい
を　め
る。遠藤勝弥著 『最新アメリカの生涯学習』(有)川 島書店1999第6章 で、西岡正子は、ア
メリカにあるAARP(AmericanAssociationofRetiredPersons)即 ち全米退職者協会を次のよ
うに紹介 している。AARPは1958(昭 和33)EthelP.Andrusに よって設立された。アンドラスは、
AARPを 創ると同時にアメリカの高齢者に年齢を重ねていることは誇るべ きことであ り、ボラ
ンティアをしたり自分の知識や経験を他の人々と分かち合うことにより、活動的に生きるよう
高齢者に呼びかけた。AARPに は50歳 以上であれば、退職 しているいないにかかわらず、参加
することができ、半数が女性会員である。首都ワシントンに本部を置 き全米50州 がネットワー
クされ、次の四つを活動の目的としている。①高齢者の生活向上。②高齢者の自立と尊厳の増
進。③加齢の概念の向上及び高齢者の社会的役割 と位置付 けの明確化である。④ 「奉仕 される
のではな く、奉仕をする」 という方針を打ち出し、彼 らの活動は単に高齢者の人生の向上に止
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